
長崎総合鑑定㈱

補償説明業務 

(牛，豚，鶏，魚，農作物等に係る事業損失) 

公共施設の設置又は公共工事の施行が原因で、起業地以外の第三者(人・物・動植物)に

対し、不利益、損失、損害等の被害(事業損失)が発生又はその恐れが生じる場合があり

ます。 

事業損失は「定型化されている事業損失」と「定型化されてない事業損失」に 2 分され

ます。 

事業損失のうち、日陰、電波受信障害、水枯渇、地盤変動に伴う建物等の損傷の 4 類型

の被害は、「定型化されている事業損失」に該当し、それぞれの処理方法が中央用対連の

事務処理要領等で定められています。 

しかし、牛、豚、鶏、魚、農作物等の動植物に係る被害については、「定型化されてない

事業損失」に該当し、個別案件ごとに対応することとなります。 

これらの被害が補償(費用負担)の対象となる事業損失として認定されるためには、 

① 因果関係の判定

公共事業の施行(原因)と発生した被害(結果)の間に相当因果関係があること

② 受忍限度の判断

被害が社会通念上受忍すべき範囲を超えると認められること

が必要です。 

「定型化されてない事業損失に係る補償説明業務」とは関係者に対し、まず、被害状況

の実態調査、因果関係の判定、受忍限度の判断を行い補償(費用負担)額の算定を行いま

す。 

次に、補償額の算定内容等について、関係者の理解が得られるよう専門家の立場として

説明を行い、契約の承諾(同意)を取付ける業務です。 

当社は、この業務を通し、用地担当部署の方の事務をサポートします。 
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被害対象 被害の測定と分析

 ・牛(乳牛、繁殖牛)

 ・豚(繁殖豚、肥育豚)

 ・鶏(採卵鶏、肉用鶏)

 魚(鯉､鰻､金魚) 　水汚濁

 農作物(米､麦､野菜､果物) 　水枯渇・日照

　有

　超

補 償 ( 費 用 負 担 ) 額
の 算 定

・補償内容等の説明

・関係者の承諾、署名・押印の受領

・説明記録簿の作成

被 害 交 渉
( 事 業 損 失 )

・専門家(研究所・試験場・コンサル等)への聴取
・過去の判定事例の収受
・近隣複合原因の調査
・因果関係の判定調書の作成

因 果 関 係 の 判 定

因　果　関　係

・紛争事例・判例の収受
・助成・環境・規制・改善勧告要請等各基準の収受
・受忍限度の判断調書の作成

受 忍 限 度 の 判 断

受　忍　限　度

牛，豚，鶏，魚，農作物等に係る事業損失の補償説明業務フロー図

被 害 の 申 出
(工事完了日から 1年 内 )

被 害 状 況 の ヒ ア リ ン グ

　騒音・振動
被 害 状 況 の 実 態 調 査
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